
県
本
部
は
１
月

13日
「
組

織
集
会
」
を
開
催
し
９
単
組

13人
が
参
加
。
春
の
組
織
拡

大
期
間
で
の
①
新
規
採
用
職

員
の
全
員
加
入
、
②
非
正
規

職
員
を
含
む
全
て
の
未
加
入

職
員
・
再
任
用
職
員
の
加
入

呼
び
か
け
、
③
各
単
組
で
目

標
の
具
体
化
を
進
め
、
あ
ら

ゆ
る
活
動
に
組
織
拡
大
を
位

置
づ
け
、
「
組
織
の
強
化
拡

大
こ
そ
要
求
実
現
の
最
大
の

保
障
」
「
組
織
拡
大
が
す
べ

て
の
困
難
を
解
決
す
る
」
こ

と
を
徹
底
し
「
必
ず
増
勢
」

の
構
え
を
つ
く
り
意
思
統
一

を
図
る
こ
と
な
ど
、
新
採
職

員
、
競
合
組
織
、
公
務
公
共
、

新
た
な
自
治
労
連
結
集
、
自

治
労
連
共
済
を
い
か
し
た
拡

大
、
次
世
代
育
成
、
教
育
・

学
習
活
動
推
進
、
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
な
と
り
く
み
を

提
起
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
１
月
自
治
労
連

組
織
集
会
に
参
加
し
た
伊
予

市
職
労
・
久
保
委
員
長
（
写

真
右
）
と
内
子
町
職
・
力
石

委
員
長
（
写
真
左
）
、
県
本

部
・
森
賀
委
員
長
が
「
自
治

労
連
運
動
の
継
承
・
次
世
代

育
成
」
「
公
務
・
公
共
組
織

拡
大
強
化
」
「
新
採
・
未
加

入
者
の
加
入
」
を
報
告
し
、

各
テ
ー
マ
で
討
論
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
次
の
よ
う
な
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

①
組
織
強
化
・
次
世
代
育
成

「
組
合
役
員
の
受
け
手
は
難

し
い
問
題
。
長
年
役
員
を
し

て
い
て
管
理
職
昇
格
で
組
合

を
抜
け
る
と
機
能
不
全
に
陥

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
い

ろ
ん
な
役
割
を
知
る
機
会
を

持
ち
た
い
」
「
組
合
活
動
の

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
活

動
で
組
合
の
良
さ
を
持
ち
帰

れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
「
役

員
任
期
を
決
め
、
い
ろ
ん
な

人
に
担
っ
て
も
ら
う
。
青
年

部
を
執
行
部
に
も
入
れ
て
い

く
」
「
毎
年
交
代
で
中
心
役

員
が
代
わ
る
執
行
部
で
は
団

体
交
渉
で
も
対
等
に
話
が
で

き
な
か
っ
た
。
執
行
部
の
役

割
を
交
代
し
な
が
ら
も
何
年

か
残
る
こ
と
で
継
続
し
た
要

求
で
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
青
年
部
や
い
ろ
ん
な
形
で

若
い
時
か
ら
組
合
に
関
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
」
「
単
組
青

年
部
の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
予
算
も
か
け
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
。

②
新
採
職
員
組
合
加
入

「
入
庁
し
た
早
い
段
階
で
組

合
説
明
会
・
歓
迎
会
な
ど
を

行
っ
て
声
か
け
し
、
組
合
役

員
が
組
合
説
明
を
き
ち
ん
と

し
て
加
入
し
て
い
る
」
「
先

輩
と
一
緒
に
組
合
説
明
会
に

来
て
も
ら
い
、
頼
れ
る
先
輩

が
加
入
を
呼
び
か
け
る
の
が

一
番
の
近
道
」
「
青
年
部
活

動
を
活
発
に
し
て
も
ら
い
、

青
年
部
が
組
合
加
入
を
呼
び

か
け
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
。

③
公
務
公
共
職
場

「
民
間
委
託
が
推
し
進
め
ら

れ
、
直
営
で
も
非
正
規
・
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
の
置
き

換
え
も
進
ん
で
い
る
」
「
ス

ポ
ー
ツ
施
設
は
ほ
と
ん
ど
が

委
託
さ
れ
、
例
え
ば
大
企
業

の
指
定
管
理
の
も
と
安
い
賃

金
で
職
員
は
働
か
さ
れ
て
い

る
」
「
福
祉
部
門
も
社
協
へ

の
委
託
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
活
用
な
ど
さ
れ
て
い

る
」
「
組
合
が
作
れ
ず
、
自

治
体
一
般
に
加
入
し
交
渉
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
」
な

ど
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

保
育
士
配
置
基
準
が

76年

ぶ
り
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

12月

11日
、
政
府
は
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」
案
を
公
表

し
、
来
年
度
か
ら
保
育
士
の

配
置
基
準
の
一
部
を
見
直
す

こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

◆
４
・
５
歳
児
の
保
育
士
配

置
基
準
を

30人
か
ら

25人
に

つ
き
１
人
以
上
。
３
歳
児
は

20人
か
ら

15人
に
つ
き
１
人

以
上
の
職
員
配
置
と
す
る
。

◆
附
則
で
「
経
過
措
置
と
し

て
当
分
の
間
は
従
前
の
基
準

に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
も
妨

げ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

◆
１
歳
児
の
配
置
基
準
は

「

25年
度
以
降
…
加
速
化
プ

ラ
ン
期
間
中
の
早
期
に
６
対

１
か
ら
５
対
１
へ
の
改
善
を

進
め
る
」
。

国
が
定
め
る
保
育
士
配
置

基
準
は
１
９
４
８
年
に
定
め

ら
れ
、
４
・
５
歳
児
の
基
準

は
変
更
な
し
。
１
・
２
歳
児

の
基
準
も
１
９
６
７
年
以
降
、

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

県
本
部
保
育
部
会
も
配
置

基
準
見
直
し
を
求
め
、
声
を

自
治
体
・
国
へ
届
け
よ
う
と

「
保
育
士
配
置
基
準
を
考
え

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
自
治
体

担
当
課
懇
談
、
各
市
町
議
会

請
願
と
意
見
書
採
択
な
ど
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
は
前
進
で

す
が
課
題
も
あ
り
ま
す
。
配

置
基
準
が
見
直
さ
れ
て
も
現

行
の
最
低
基
準
上
の
保
育
士

数
の
算
定
方
法
等
で
は
、
実

態
的
な
増
員
は
ご
く
わ
ず
か

と
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
見
直
し
で
現
場
の
保
育

士
不
足
の
問
題
は
解
決
し
ま

せ
ん
。
今
の
保
育
現
場
は
人

手
不
足
に
加
え
、
保
育
士
の

低
い
処
遇
な
ど
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
経

過
措
置
の
間
は
こ
れ
ま
で
の

配
置
基
準
で
の
運
営
も
可
能

で
「
経
過
措
置
期
間
が
未
定
」

の
た
め
、
全
国
の
保
育
所
の

底
上
げ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

運
営
費
な
ど
財
政
的
手
当
も

必
要
で
、
全
国
す
べ
て
の
保

育
所
で
改
善
が
実
現
で
き
る

よ
う
経
過
措
置
期
間
を
限
定

し
、
全
て
の
年
齢
で
配
置
基

準
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は

12

月

27

日
、
県
教
育
委
員
会

「
学
校
給
食
担
当
課
要
請
」

を
行
い
、
４
単
組
６
人
が
参

加
。
「
教
育
の
一
環
と
し
て

安
全
で
豊
か
な
学
校
給
食
を

求
め
る
要
請
書
」
を
提
出
し
、

調
理
場
の
現
場
実
状
を
伝
え

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
ま
ず
、

県
本
部
現
業
評
議
会
（
調
理

員
）
の
基
本
要
求
「
県
と
し

て
よ
り
よ
い
学
校
給
食
を
実

施
す
る
た
め
に
、
保
護
者
、

教
職
員
、
各
校
栄
養
士
、
調

理
員
と
の
連
携
、
懇
談
を
大

切
に
し
た
学
校
給
食
事
業
の

実
施
」
に
つ
い
て
、
県
と
し

て
も
同
じ
思
い
で
あ
る
こ
と

を
確
認
。

各
自
治
体
の
問
題
と
し
て

「
正
規
調
理
員
の
退
職
不
補

充
が
続
き
、
正
規
職
員
が
配

置
で
き
な
い
給
食
調
理
場
が

増
え
て
い
る
。
技
術
や
ス
キ

ル
を
継
承
し
、
学
校
給
食
の

目
的
・
目
標
を
果
た
す
た
め

に
正
規
職
員
の
確
保
が
必
要
」

に
対
し
、
調
理
場
に
責
任
者

の
正
規
職
員
が
１
人
も
い
な

い
の
は
問
題
と
の
認
識
を
示

し
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
調
理
場
の

問
題
で
は
、
職
員
の
健
康
管

理
や
食
材
の
安
全
管
理
か
ら

も
早
急
に
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
。
温
度
記
録
な
ど
を
示

し
要
望
し
て
は
と
の
見
解
。

ま
た
、
残
念
な
が
ら
セ
ン
タ
ー

方
式
に
移
行
す
る
自
治
体
の

問
題
と
し
て
「
調
理
員
の
働

き
方
は
当
事
者
全
員
の
希

望
を
よ
く
聞
き
、
適
材
適
所

の
職
の
確
保
・
適
正
な
配
置
、

配
置
換
え
の
際
は
充
分
な
研

修
期
間
を
設
け
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。
最
後
に

「
引
き
続
き
県
下
の
学
校
給

食
の
水
準
の
向
上
へ
県
教
委

が
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
ま
し
た
。

（１） 第５６４号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年 １月２０日

第 ５６４ 号

日 程

【１月】

26 自治労連中央委員会

（京都～27）

27 愛媛労連中央委員会

自治労連・共済組合議員

団総会・研修会（京都～28）

【２月】

３ 自治労連非正規全国交流

集会（一部web・大阪～４）

４ 保育部会幹事会

10 県本部中央委員会・県本

部労安学習会（松山市）

自治労連町村職部会臨時

総会（web）

自治労連現業評拡大都道

府県代表者会議（web）

13 県本部統一要求提出

（全県～21）

保育部会県子育て支援課

要請（県庁）

16 自治労連共済学校

（東京～17）

17 医療介護評議会（内子）

23 自治労連青年・女性ステッ

プセミナー（本部～24）

24 自治体保育労働者の全国

集会in静岡（～25）



《
定

期
総

会
》

12月
９
日
、
自
治
労
連
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
定
期
総
会
（
愛

媛
）
に
四
国
４
県
他
か
ら

48

人
が
参
加
。
午
前
は
各
部
評

総
会
・
活
動
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
午
後
の
労
働
学

校
で
は
「
自
治
労
連
の
組
織

強
化
拡
大
～
組
合
が
大
き
く

強
く
な
る
必
要
性
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
樫
尾
自
治
労
連
中
央

執
行
委
員
が
講
演
。
仲
間
を

増
や
す
た
め
に
は
「
組
合
員

の
団
結
」
「
対
話
に
自
信
を

持
つ
た
め
の
学
習
」
「
楽
し

く
活
動
で
き
て
い
る
か
」

「
組
合
の
自
慢
や
魅
力
を
大

い
に
語
ろ
う
」
な
ど
ポ
イ
ン

ト
を
話
さ
れ
、
対
話
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
定
期
総
会
で
は
、
経
過

と
決
算
報
告
、
「
四
国
４
県

で
の
県
本
部
確
立
・
機
能
強

化
」
「
単
組
活
性
化
・
組
織

強
化
拡
大
」
な
ど
の
方
針
と

予
算
の
提
案
を
受
け
討
論
を

行
い
、
報
告
・
提
案
を
全
体

の
拍
手
で
承
認
し
、
森
賀
議

長
は
じ
め
新
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

《
共

済
学

校
》

12月

10日
、
共
済
学
校
・

実
務
研
修
会
を
開
催
し
、
四

国
３
県
他

25人
が
参
加
。
樫

尾
自
治
労
連
共
済
専
務
理
事

が
「
仲
間
同
士
の
助
け
合
い

～
な
ぜ
労
働
組
合
が
共
済
活

動
を
行
う
か
」
と
題
し
て
講

演
。
続
い
て
長
尾
自
治
労
連

共
済
四
国
担
当
書
記
が
「
ト

ラ
ブ
ル
と
そ
こ
か
ら
学
ぶ
自

治
労
連
共
済
」
と
題
し
、
具

体
的
事
案
と
契
約
時
・
請
求

時
の
注
意
点
を
確
認
。
午
後

か
ら
岡
上
高
知
自
治
労
連
委

員
長
・
共
済
理
事
が
「
特
別

重
点
支
援
措
置
を
活
用
し
た

共
済
拡
大
」
と
題
し
て
講
演
。

「
自
治
労
連
共
済
認
知
度
を

上
げ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
？
」
を
目
標
に
『
ビ
ジ
ョ

ン
チ
ャ
ー
ト
』
を
作
成
し
共

済
拡
大
で
の
状
況
分
析
と
活

動
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
参
加
者
で
共
有

し
ま
し
た
。

内
子
社
協
労
組
（
コ
コ
ロ

ユ
ニ
オ
ン
）
は

12

月

21

日

「
賃
金
と
休
暇
に
つ
い
て
」

の
学
習
会
（
講
師
：
森
賀
県

本
部
委
員
長
）
を
開
催
し
、

組
合
員

25人
が
参
加
。
内
子

社
協
は
こ
の
間

「
保
育
・
介
護
職

員
の
行
（
二
）
表

使
用
を
行
（
一
）

表
に
改
善
さ
せ
る
」

「
内
子
町
職
員
の

初
任
給
改
善
と
そ

れ
に
伴
う
在
職
者

調
整
を
社
協
職
員

に
も
適
用
さ
せ
る
」
と
い
っ

た
賃
金
改
善
、
ケ
ア
労
働
者

の
処
遇
改
善
な
ど
、
多
く
の

成
果
を
勝
ち
と
っ
た
こ
と
を

学
習
会
で
確
認
す
る
こ
と
か

ら
始
め
、

23人
勧
で
の
賃
上

げ
、
内
子
町
職
員
と
の
格
差

か
ら
見
え
る
今
後
の
課
題

（
給
料
表
拡
大
、
前
歴
加
算

徹
底
、
昇
格
基
準
改
善
、
な

ど
）
に
つ
い
て
学
習
。
後
半

は
、
こ
の
間
、
拡
充
さ
れ
て

い
る
「
次
世
代
育
成
関
係
休

暇
」
に
つ
い
て
の
説
明
後
、

職
場
で
の
取
得
の
状
況
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
医
療
介
護
支

部
は

12月

25日
、
市
が
進
め

て
い
る
公
立
病
院
医
療
提
供

体
制
確
保
支
援
事
業
に
よ
る

２
病
院
１
施
設
の
経
営
改
革

に
つ
い
て
、
地
域
医
療
振
興

協
会
か
ら
の
中
間
報
告
後
、

12月

18日
事
業
内
容
等
に
関

す
る
職
員
説
明
会
を
受
け
、

よ
り
詳
細
な
説
明
を
求
め
て

労
使
懇
談
（
総
務
部
長
、
医

療
介
護
部
長
）
を
行
い
、
組

合
か
ら
９
人
が
参
加
。
懇
談

で
は
、
①
全
部
適
用
は
困
難

と
判
断
し
た
理
由
、
②
３
施

設
の
再
編
後
の
イ
メ
ー
ジ
、

③
地
域
医
療
振
興
協
会
の
就

業
・
給
与
関
係
資
料
、
な
ど

の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
組

合
の
意
見
も
伝
え
ま
し
た
。

今
後
、
課
題
を
整
理
し
「
要

求
書
」
を
提
出
し
、
市
長
交

渉
も
視
野
に
団
体
交
渉
を
求

め
ま
す
。

松
山
市
職
労
は

12月

14日
、

役
員
会
を
開
催
し
７
人
が
参

加
。

20年
ぶ
り
の
現
業
正
規

採
用
が
実
現
し
た
今
年
を
振

り
返
り
、
来
年
の
活
動
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

①
市
労
務
職
正
規
採
用
の
合

格
発
表
が
あ
っ
た
。
要
求
実

現
背
景
に
、
東
日
本
大
震
災

の
自
治
労
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
、
熊
本
地
震
行
政
派
遣

に
参
加
、
こ
の
経
験
を
い
か

し
、
西
日
本
豪
雨
の
松
山
市

内
災
害
復
旧
で
現
業
職
員
が

連
日
１
０
０
人
規
模
で
奮
闘
、

現
業
職
場
・
職
員
の
重
要
性

の
認
識
が
庁
内
で
高
ま
り
、

本
庁
幹
部
に
訴
え
続
け
た
経

緯
な
ど
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

②
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
増
員
・

体
制
強
化
を
要
求
す
る
。
③

来
年
春
新
採
全
員
の
組
合
加

入
を
実
現
し
、
次
世
代
が
中

心
役
員
を
担
え
る
よ
う
「
組

合
は
大
事
」
の
意
識
を
高
め

る
な
ど
、
組
織
強
化
拡
大
も

話
し
合
い
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は

12月

16

日
、
幹
事
会
を
開
催
し
３
単

組
４
人
が
参
加
。
単
組
活
動

で
は
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会
＆
忘

年
会
」
「
災
害
語
り
部
学
習

会
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
経
過
で
は
、

11月
県

自
治
研
青
年
講
座
、

12月
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
定
期
総

会
な
ど
を
報
告
し
、
県
自
治

研
青
年
講
座
の
総
括
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
「
９
月

16日

ド
キ
ジ
ャ
ム
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
」
も
報
告
さ
れ
、
開

催
場
所
や
内
容
も
意
見
交
換

し
、
今
後
も
企
画
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
『
反
核
へ
ん
ろ
』

の
愛
媛
コ
ー
ス
に
つ
い
て
協

議
し
、
３
月

16日
に
松
山
市

内
の
３
カ
寺
を
へ
ん
ろ
す
る

コ
ー
ス
を
設
定
。
そ
の
他
、

来
年
度
新
採
へ
青
年
部
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
決
定
。

次
期
青
年
部
役
員
や
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
相
談
し
ま

し
た
。

■
暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
急
に
寒
い
日
が
く
る
の

は
や
め
て
ほ
し
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
鈴
木
）

■
今
年
は
暖
冬
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
春
は

遠
い
で
す
。
早
く
能
登
の
皆

様
が
暖
か
い
環
境
で
、
穏
や

か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

（
新
居
浜
・
黒
川
）

■
年
始
か
ら
災
害
・
事
故
と

暗
い
話
題
が
続
き
、
不
安
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
支
援
も

し
つ
つ
、
明
る
い
話
題
も
見

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
年
始
早
々
、
悲
し
い
出
来

事
ば
か
り
で
す
が
、
市
民
の

方
に
は
笑
顔
で
接
す
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
鈴
木
）

■
今
の
生
活
が
で
き
る
こ
と

に
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
昨
年
は
推
し
活
で
娘
と
出

か
け
て
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
ま
し
た
。
仕
事
を
が
ん
ば
っ

て
、
ま
た
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
い
で
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
推
し
の
ド
ラ
マ
や
う
た
を

観
て
聞
い
て
や
る
気
・
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
予
・
影
浦
）

■
今
年
は
厄
年
。
何
事
も
な

く
、
１
年
過
ご
せ
ま
す
よ
う

に
！

（
西
予
・
小
谷
）

■
い
つ
も
、
頭
を
悩
ま
せ
な

が
ら
パ
ズ
ル
さ
せ
て
も
ら
っ

て
ま
す
。

（
西
予
・
藤
渕
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５６４号

２０２４年 １月２０日

■
５
６
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
オ
オ
エ
ケ
ン
ザ
ブ
ロ

ウ
」
（
大
江
健
三
郎
）
で
し

た
。
正
解
は

14通
で
し
た
。

正
解
者
の
な
か
か
ら
５
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

山
本
美
紗
（
新
居
浜
）

影
浦
直
子
（
伊

予
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

兵
頭
龍
紀
（
西

予
）

大
西
梨
央
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
２
月

27日
【
発

表
】
５
６
６
号
（
３
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①必ず読まなくてはならない本

④好きな本。愛読書

⑦「闇金融」の略。○○○○ウシジマくん

⑧心の奥底、心から。○○○○ほれる

⑨経験を積み、物事の裏表を知り抜く。

○○○○山千の商売上手

【タテのカギ】

①ひとまず安心すること

②ある刊行物の読者の多数が属する層

③ア○○、は○○、カモ○○、ナウ○○

⑤データや情報を読んで表示する。

○○○○速度

⑥何が言いたいのかわからない。

○○○○かんぷん

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で

今
だ
と
宝
く
じ
と
か
？
な
四
字
熟
語
に

し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


